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研究開発プロジェクト概要 

行動中マウスの脳機能ネットワーク動態を可視化するバーチャルリアリティ（VR）システムを開発することで、社会的環

境において互いにコミュニケーションを行うマウスの「こころ」の状態を脳機能ネットワークの変化として定量化します。さらに、

オプトジェネティクスによる脳機能ネットワーク光操作技術を開発し、マウスの「こころ」の状態変化を人為的に生じさせるこ

とで、脳機能ネットワークがどのように「こころ」の変化に対応し、行動を変化させるに至るかを明らかにします。脳の直接的

操作が可能なマウスの研究により、人のこころの機序を解明するための基盤技術を創出します。

https://www.jst.go.jp/moonshot/program/goal9/99_takumi.html 
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１．当該年度における研究開発プロジェクトの実施概要 

 

（１） 研究開発プロジェクトの概要 

本研究開発プロジェクトの達成目標は、コミュニケーションにおけるこころ（脳機能ネットワ

ーク）の可視化と脳のネットワークを光刺激するシステムの構築である。VR を使ったメタバ

ース上で、マウス同士が社会的なインタラクションを行うときの大脳皮質回路の神経活動

測定を行うことで、脳機能ネットワークと行動表現の対応関係を明らかにすること、機械学

習を用いてこころのポジ、ネガ状態を脳機能ネットワークから予測することを目指す。また、

光遺伝学的ネットワーク操作法を確立し、脳活動と行動表現の因果関係を検証すること

を目標とする。 

 

（２） 研究開発プロジェクトの実施状況 

研究開発項目１では、社会行動中の脳機能ネットワーク解析を行うために、マルチモーダ

ル VR システム、インタラクティブ型ソーシャル VR システムを構築し、マウスを使った実験

系として確立させた。また、脳機能ネットワーク解析に向けて、経頭蓋カルシウムイメージ

ングによる脳画像データおよび行動動画記録を行った。 

研究開発項目２では、光刺激依存的に神経活動を制御できるオプトジェネティクス技術を

利用し、外部からの順次ネットワーク全体の光刺激を可能とするホログラフィック顕微鏡に

よって経頭蓋で行う広視野多点光刺激技術を開発するために、脳形状３次元計測を備え

たホログラフィック多点同時細胞光刺激及び３次元観察システムを構築した。 

 

（３） プロジェクトマネジメントの実施状況 

本プロジェクトの推進のために必要な体制をセットアップした。 

 

２．当該年度の研究開発プロジェクトの実施内容 

（１） 研究開発項目１：脳機能ネットワーク動態を可視化する VRシステムの確立 

研究開発課題１：マルチモーダル VRシステム構築と脳機能ネットワークの可視化 

当該年度実施内容：これまでに構築した視覚課題用 VR システムに、触覚、嗅覚情報を提

示する刺激装置を導入し、VR システムのマルチモーダル化を行った。また、仮想空間に

おける二個体のマウスの社会行動を調べるために、マルチモーダル VR システムを二台使

用し、インタラクティブ型ソーシャルバーチャルリアリティ（iSVR）システムとして稼働させるこ

とに成功した。二台の VR システムをコンピュータ上で連動させることで、二個体の被験マ

ウスが同一 VR 空間上で能動的・受動的社会性相互作用を示すことができる状態となった。 

課題推進者：内匠 透（神戸大学） 

 

 

（２） 研究開発項目２：オプトジェネティクスによる脳機能ネットワーク光操作 

 

研究開発課題１：脳形状３次元計測を備えたホログラフィック多点同時細胞光刺激及び３次

元観察システムの構築 
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当該年度実施内容：従来の光学系は 0.5 mm角の 1次感覚野を主な対象としており、脳形

状による奥行き変化は微小であったが、1 cm に渡る大脳皮質での光刺激及び高速３次元

観察では、奥行き方向の変位が大きな課題となる。そのため、脳形状を３次元計測する

OCT(光コヒーレンストモグラフィー)等の形状計測システムを導入し、奥行き位置に合わせ

た多点同時光スポット形成技術を確立した。 

課題推進者：的場 修（神戸大学） 

 

３．当該年度のプロジェクトマネジメント実施内容 

（１） 研究開発プロジェクトのガバナンス 

 

進捗状況の把握 

○PMがいる医学部楠地区に、本部 URA１名を配置した。 

○課題推進者内匠、的場両グループは月１回の ZOOM ミーティング（課題推進者会議）を

開催した。 

○課題推進者両グループともお互いの研究室を訪問した。 

 

研究開発プロジェクトの展開 

○上記の通り、課題推進者両グループとも緊密に連携をとっているので、研究開発の進捗、

成果を踏まえた時機を逸しない柔軟な対応をとる体制になった。 

 

（２） 研究成果の展開 

○知財戦略、スタートアップに関しては、所属機関の産学連携本部および（株）神戸大学イ

ノベーションとの連携をとりながら、前向きに挑戦する。 

 

（３） 広報、アウトリーチ 

○一般講演、ホームページ、SNS 等を通じて積極的な広報、アウトリーチ活動を行う。また、

同じ MS9の他の PM とも連携をとりながら幅広い発信を模索する。 

 

（４）データマネジメントに関する取り組み 

 ○本プロジェクトで得られるデータは主にマウス脳の基礎的データであり、公開を原則とする

とともに、将来のデータサイエンス解析に利用できるものとして作成した。  
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４．当該年度の研究開発プロジェクト推進体制図 

 

 

 

 

 

知財運用会議 構成機関と実施内容 

無し 

運営会議 実施内容 

月１回定例運営鍵を実施 
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５．当該年度の成果データ集計 

 
知的財産権件数 

 特許 その他産業財産権 
 国内 国際（PCT含む） 国内 国際 

未登録件数 0 0 0 0 

登録件数 0 0 0 0 

合計（出願件数） 0 0 0 0 

 

会議発表数 

  国内 国際 総数 

招待講演 3 3 6 

口頭発表 1 0 1 

ポスター発表 1 0 1 

合計 5 3 8 
 

原著論文数（※proceedingsを含む） 

 国内 国際 総数 

件数 0 2 2 

（うち、査読有） 0 2 2 
 

その他著作物数（総説、書籍など） 

  国内 国際 総数 

総説 0 1 1 

書籍 0 0 0 

その他 0 0 0 

合計 0 1 1 

 

受賞件数 

国内 国際 総数 

2 1 3 

 

プレスリリース件数    

1    
 

報道件数    

0    
 

ワークショップ等、アウトリーチ件数    

0  
  

 


